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東
大
寺
の
大
仏
開
眼
に

派
遣
さ
れ
た
芸
能
団

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
文
化
交
流
は
両
国
の

歴
史
の
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
行
な
わ
れ
て

お
り
、
考
古
学
的
に
見
れ
ば
、
先
史
時
代
か

ら
原
史
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
北
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
交
流
を

背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

文
字
で
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
８
世

紀
に
林
邑

り
ん
ゆ
う

国
（
チ
ャ
ン
パ
王
国
）
の
芸
術
団
が

奈
良
の
都
に
派
遣
さ
れ
、
７
５
２
年
の
東
大

寺
の
大
仏
開
眼
供
養
祭
で
舞
踊
を
奉
納
し
た

と
さ
れ
る
。
同
じ
８
世
紀
に
は
日
本
の
知
識

人
で
あ
る
阿あ

倍べ

仲
麻
呂

の
な
か

ま

ろ

が
一
時
期
、
安
南
都

護
府
に
居
住
し
て
い
た
。
安
南
都
護
府
と
は

す
な
わ
ち
大
羅
城
（
現
在
の
ハ
ノ
イ
）
で
あ

る
。
そ
の
安
南
都
護
府
時
代
の
遺
構
が
最
近
、

ベ
ト
ナ
ム
の
考
古
学
的
調
査
に
よ
り
、
ハ
ノ

イ
市
バ
ー
デ
ィ
ン
区
に
あ
る
タ
ン
ロ
ン
王
城

址
（
タ
ン
ロ
ン
＝
昇
龍
）
か
ら
発
見
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
13
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
・
元
朝

の
覇
権
拡
大
に
対
し
、
大
越
国
（
当
時
の
ベ

ト
ナ
ム
）
は
３
回
戦
っ
て
勝
利
し
、
チ
ャ
ン

パ
王
国
も
元
朝
を
打
ち
破
っ
た
。
こ
の
勝
利

が
元
朝
の
日
本
侵
攻
計
画
に
影
響
し
、
日
本

に
対
す
る
３
度
目
の
侵
攻
を
断
念
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

陶
磁
器
に
関
す
る
研
究
結
果
か
ら
は
、
両

国
の
陶
磁
器
の
交
流
が
14
世
紀
後
半
か
ら
存

在
し
、
そ
の
後
の
数
世
紀
間
も
拡
大
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
陶
器
は
日

本
の
堺
、
大
阪
、
長
崎
な
ど
多
く
の
都
市
か

ら
見
つ
か
っ
て
い
て
、
国
立
の
博
物
館
や
個

人
の
収
集
家
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

中
世
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
さ
れ
た
陶
器

は
「
交
趾

こ
う

し

焼
き
」
と
か
「
安
南
焼
き
」
と
呼

ば
れ
た
。
日
本
人
は
こ
れ
ら
を
模
し
た
陶
器

を
つ
く
り
、「
交
趾
風
」「
交
趾
焼
風
」
と
呼

ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
15
世
紀
か
ら
16
世

紀
初
め
に
は
、
琉
球
（
沖
縄
）
が
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
や
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
易
関
係
で
重
要

な
橋
渡
し
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
が
接
触
し
た
最
初
の

経
済
交
流
で
あ
り
、
文
化
交
流
で
あ
っ
た
。

御
朱
印
船
の
時
代
に

足
跡
を
残
し
た
日
本
人

特
に
17
世
紀
は
両
国
関
係
が
活
発
化
し
た

時
期
で
あ
っ
た
。
当
時
は
御
朱
印
船
の
時
代

で
あ
り
、
多
く
の
御
朱
印
船
が
ベ
ト
ナ
ム
の

港
に
来
訪
し
た
。
日
本
人
は
、
「
ダ
ン
ゴ
ア

イ
」
と
呼
ば
れ
た
北
部
の
タ
ン
ロ
ン
（
ハ
ノ
イ
）

や
フ
ォ
ー
ヒ
エ
ン
（
フ
ン
イ
エ
ン
）、「
ダ
ン
チ

ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
中
部
の
タ
イ
ン
ハ
ー
（
フ

エ
）
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン（
ダ
ナ
ン
）
、
ホ
イ
ア
ン

（
ク
ア
ン
ナ
ム
）
な
ど
の
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
の

主
要
な
都
市
や
港
に
現
れ
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
。

徳
川
幕
府
が
鎖
国
令
を
出
し
た
あ
と
も
、

日
本
人
や
日
本
の
商
品
が
ベ
ト
ナ
ム
の
多
く

の
都
市
で
見
ら
れ
た
。
日
本
の
陶
器
、
特
に

17
世
紀
半
ば
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ

る
肥
前
焼
き
が
、
ハ
ノ
イ
で
は
チ
ャ
ン
テ
ィ

エ
ン
商
業
セ
ン
タ
ー
建
設
の
際
の
地
中
、

文
廟

ぶ
ん
び
ょ
う（

孔
子
を
祀
っ
た
建
物
）
、
タ
ン
ロ
ン
王

城
址
内
の
「
後
楼
」
と
呼
ば
れ
る
楼
閣
な
ど

か
ら
見
つ
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
フ
ォ
ー
ヒ

エ
ン
、
タ
イ
ン
ハ
ー
、
ホ
イ
ア
ン
の
よ
う
な

当
時
の
主
要
都
市
の
中
心
部
だ
け
で
な
く
、

北
部
山
岳
地
帯
ホ
ア
ビ
ン
の
ム
オ
ン
族
の
墓

地
や
中
北
部
タ
イ
ン
ホ
ア
省
の
ラ
ム
ソ
ン
史

跡
、
南
部
ラ
ム
ド
ン
省
の
古
墓
地
と
い
っ
た

遠
隔
地
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
経
済
や
文
化
面
で
の
交
流
は
、

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
が
お
互
い
に
接
触
し

理
解
し
あ
う
機
会
と
な
り
、
良
好
な
印
象
と
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史
跡
や
記
念
と
な
る
品
々
が
残
さ
れ
、
そ
れ

ら
は
関
係
の
あ
っ
た
一
族
や
寺
院
、
そ
し
て

両
国
の
人
々
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
保
存
さ
れ

て
き
た
。

ホ
イ
ア
ン
で
は
、
日
本
人
の
墓
地
が
地
元

住
民
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
供
養
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
来
遠
橋
、
通
称
「
寺
橋
」
と
呼

ば
れ
る
橋
は
「
日
本
橋
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
ダ
ナ
ン
市
郊
外
の
ノ
ン
ヌ
オ
ッ
ク
山
ホ

ア
ギ
エ
ム
（
華
巌
）
洞
窟
に
あ
る
、
１
６
４
０

年
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
普
陀
山
霊
中

佛
」
碑
に
は
、
10
人
の
日
本
人
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
財
産
を
寺
院
に
寄
進
し
た
と

い
う
。
な
お
、
そ
の
う
ち
の
５
人
は
ベ
ト
ナ

ム
人
の
妻
を
娶
っ
て
い
る
。
バ
ッ
チ
ャ
ン
焼

き
で
有
名
な
ハ
ノ
イ
近
郊
の
村
バ
ッ
チ
ャ
ン

の
グ
エ
ン
（
阮
）
と
い
う
一
族
の
家
系
図（
家

譜
）
に
は
、
一
族
の
う
ち
の
一
人
が
日
本
人

妻
を
娶
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ト
ー
ト
ム
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
式
カ
ル
タ
は

今
で
も
嗜
好
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
描
か

れ
て
い
る
人
物
は
す
べ
て
17
世
紀
の
日
本
人

の
服
装
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
日
本
人
は
主
に
商
売
、
そ
の
仲

介
、
通
訳
、
外
国
人
用
の
宿
屋
経
営
な
ど
に

従
事
し
、
そ
の
関
係
は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
多

く
の
階
層
の
人
々
に
と
っ
て
も
身
近
で
あ
り
、

緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と

東
遊
運
動
の
影
響

19
世
紀
後
半
、
日
本
は
明
治
維
新
を
経
て

工
業
化
の
道
を
歩
み
、
急
速
に
強
力
な
工
業

国
と
な
り
、
中
国
や
ロ
シ
ア
を
打
ち
破
っ
た
。

そ
う
し
た
明
治
維
新
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は

20
世
紀
初
頭
の
ベ
ト
ナ
ム
の
多
く
の
愛
国
の

志
士
の
誇
り
と
な
り
、
鑑
と
な
っ
た
。
そ
の
象

徴
が
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
で
あ
り
、
東
遊

ド
ン
ズ
ー

運
動
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は

１
９
０
５
年
か
ら
08
年
ま
で
の
４
年
間
に
、
日

本
に
多
く
の
留
学
生
を
派
遣
し
た
。
そ
の
ピ
ー

ク
が
07
年
で
、
そ
の
数
は
２
０
０
人
に
達
し
た
。

留
学
生
の
多
く
は
優
秀
な
青
年
た
ち
で
、

彼
ら
は
そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
内
外
で
革

命
運
動
に
参
加
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
留

学
の
具
体
的
な
結
果
に
加
え
、
東
遊
運
動
は

20
世
紀
初
頭
の
ベ
ト
ナ
ム
の
愛
国
の
思
想
と

運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
当
初
、
立
憲

君
主
制
と
外
国
の
援
助
の
必
要
性
を
主
張
し

て
い
た
が
、
中
国
や
日
本
滞
在
中
に
梁
啓
超

や
孫
中
山
（
孫
文
）、
犬
養
毅
や
大
隈
重
信
な

ど
と
接
触
し
、
外
国
の
援
助
よ
り
も
教
育
へ

の
支
援
の
必
要
性
、
立
憲
君
主
制
よ
り
も
民

主
主
義
へ
と
主
張
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
西
欧
民
主
主
義

思
想
の
受
容
に
役
立
っ
た
の
が
、
明
治
期
の

日
本
の
知
識
人
の
成
果
│
│
西
欧
思
想
を
翻

訳
す
る
際
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
和
製
漢
語
の

概
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
同
文
」
の
邦
で

あ
る
中
国
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
の
三
カ
国
間

の
三
方
向
に
よ
る
文
化
思
想
交
流
と
言
え
る
。

和
製
漢
語
の
概
念
は
、
西
欧
民
主
主
義
思

想
の
伝
播
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
。
「
民
族
」
「
民
主
」
「
経
済
」
「
哲

学
」
な
ど
の
語
は
す
べ
て
日
本
の
知
識
人
が

つ
く
り
出
し
た
和
製
漢
語
で
あ
り
、
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
に
よ
っ
て
直
接
、
あ
る

い
は
中
国
の
進
歩
的
な
書
物
を
経
由
し
て
間

接
的
に
ベ
ト
ナ
ム
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

東
遊
運
動
は
最
終
的
に
は
失
敗
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
関
係
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
。
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、
ベ
ト
ナ

ム
の
愛
国
の
志
士
、
彼
ら
の
書
物
や
積
極
的

な
活
動
を
通
し
て
、
日
本
は
「
同
種
・
同
文
」

の
国
で
自
強
の
精
神
を
高
く
掲
げ
た
国
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
な
ど
、
日
本
の
歴
史
や

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
日
本
政
府
は
、

当
時
の
諸
般
の
事
情
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と

の
協
定
に
基
づ
き
１
９
０
９
年
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
留
学
生
に
対
し
国
外
退
去
を
命
じ
た
。

し
か
し
、
東
遊
運
動
は
そ
の
後
の
ベ
ト
ナ

ム
の
民
族
解
放
革
命
の
歴
史
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
特
に
日
本
の
一
部
の
政
治
家
や
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知
識
人
と
の
交
流
や
友
情
は
フ
ァ
ン
・
ボ

イ
・
チ
ャ
ウ
の
回
想
録
に
真
摯
な
態
度
で
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
象
徴
的
な
の
は

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
浅
羽
佐
喜
太
郎

医
師
と
の
友
情
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
と
浅
羽
村
（
現
・
静
岡
県
袋
井
市
浅
羽

町
）
の
住
民
が
寄
進
し
て
１
９
１
８
年
に
浅

羽
医
師
の
墓
の
そ
ば
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑

に
は
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
貴
方
の
よ
う
な
豪
侠
の
方
は
古
来
未
だ
見

ず
、
そ
の
多
大
な
る
義
は
内
外
を
覆
い
つ
く

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
貴
方
は
天
の
ご
と
く
施
さ

れ
、
私
は
海
の
ご
と
く
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
。

私
の
志
は
未
だ
成
ら
ざ
る
も
、
貴
方
は
待
っ

て
く
れ
ず
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
悠
々

た
る
思
い
、
こ
こ
に
永
く
刻
む
」（
蒙
空
古
今

義
亘
中
外
公
施
以
天
我
受
以
海
我
志
未
成
公

不
我
待
悠
此
心
其
億
萬
載
）

日
本
に
よ
る
占
領
と

戦
後
の「
新
ベ
ト
ナ
ム
人
」

東
遊
運
動
の
あ
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
そ

し
て
冷
戦
の
時
期
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の

関
係
は
浮
き
沈
み
の
あ
る
複
雑
な
時
期
で
あ

っ
た
が
、
二
つ
の
面
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
。

１
９
４
０
年
か
ら
45
年
に
日
本
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
軍
隊
が
ベ
ト
ナ
ム
を
占
領
し
、
悪
行

を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
後
、

数
百
人
の
日
本
兵
が
ベ
ト
ナ
ム
に
残
り
、
１

９
４
５
年
か
ら
54
年
の
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
抗

仏
戦
争
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ベ

ト
ナ
ム
政
府
か
ら
生
前
、
あ
る
い
は
死
後
に

勲
章
を
授
与
さ
れ
た
者
も
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
彼
ら
を
「
新
ベ
ト
ナ
ム
人
」

と
呼
ん
だ
。
彼
ら
の
多
く
が
ベ
ト
ナ
ム
人
妻

を
娶
り
、
家
庭
を
持
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会

で
生
活
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
心
の
中
で
は
、

こ
の
「
新
ベ
ト
ナ
ム
人
」
が
日
々
の
生
活
の

な
か
で
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
な

か
で
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
兵
士
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
第
二
次
大
戦
中
、
日
本
と
の
接
触

の
必
要
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
な
か
に
も
日

本
語
を
学
ぶ
者
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
ベ

ト
ナ
ム
で
初
め
て
の
日
本
語
学
習
用
の
教
材

が
編
纂
さ
れ
た
。
ま
た
、
冷
戦
中
に
は
、
日

本
に
留
学
す
る
条
件
に
恵
ま
れ
た
学
生
も
い

て
、
そ
の
な
か
に
は
、
農
学
の
ル
オ
ン
・
デ

ィ
ン
・
ク
ア
博
士
や
医
学
の
ダ
ン
・
バ
ン
・

グ
ー
博
士
の
よ
う
な
、
の
ち
に
祖
国
の
発
展

に
貢
献
し
た
人
材
と
な
っ
た
者
も
多
い
。

全
面
的
か
つ
双
方
向
な

両
国
関
係
へ

現
代
に
お
い
て
は
、
１
９
７
３
年
に
ベ
ト

ナ
ム
と
日
本
が
外
交
関
係
を
正
式
に
樹
立
し

て
以
降
、
両
国
関
係
は
新
た
な
発
展
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
。
長
き
に
わ
た
る
文
化
交
流

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
日
の
越
日

両
国
間
の
友
好
、
交
流
、
協
力
の
関
係
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
発
展
し
て
い
る
。

日
本
で
学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
の
数
は
、

２
０
０
５
年
に
は
１
７
４
５
人
に
達
し
た
。

経
済
、
文
化
、
科
学
の
分
野
で
の
交
流
で
は
、

「
東
遊
」
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
、
す
な
わ
ち
日
本

に
留
学
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
々
増
加
し
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
、
勉
強
、
旅
行
、

投
資
な
ど
の
た
め
に
「
南
遊
」
す
る
日
本
人
、

す
な
わ
ち
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
る
日
本
人
も
増

え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
一
部
の
分
野
や
一
方
向
的
な

交
流
か
ら
、
現
在
の
両
国
関
係
は
信
頼
で
き

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
長
期
の
協
力
関
係
と
し
て
、

全
面
的
か
つ
双
方
向
の
関
係
に
高
め
ら
れ
て

い
る
。

文
化
の
同
質
性
と
歴
史
に
培
わ
れ
た
相
互

理
解
を
基
礎
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
関
係

は
そ
う
し
た
貴
重
な
財
産
を
維
持
、
発
揮
し
、

歴
史
の
限
界
を
克
服
し
、
乗
り
越
え
て
き
た
。

そ
し
て
、
両
国
の
利
益
と
潜
在
力
、
さ
ら
に

は
国
際
交
流
と
い
う
時
代
の
流
れ
あ
っ
た
相

応
し
い
関
係
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。a

（
原
文
は
ベ
ト
ナ
ム
語
、
翻
訳：

今
村
宣
勝
）
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